
取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他当社

ならびに当社およびその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するための体制

（内部統制システム構築の基本方針） 

 

＜当社取締役会における決議内容＞ 

小田急グループは、「お客さまの“かけがえのない時間”と“ゆたかなくらし”の実現

に貢献します。」という経営理念を掲げています。 

当社グループでは、この経営理念のもと、経営ビジョンに掲げる「地域価値創造型企

業」への進化に向けて、サステナビリティ（ＥＳＧ）に関する取り組みを進めており、

内部統制システムの構築はそのために必要不可欠な要素であるとの認識から、以下の基

本方針に沿って、内部統制システムの構築を積極的かつ継続的に進めてまいります。 

なお、グループ各社においては、当該グループ各社の事業内容、規模、当社グループ

全体に与える影響等を考慮して、各項目を適用します。 

 

 当社および子会社の取締役、使用人の職務の執行が法令および定款に適合すること

を確保するための体制 

① コンプライアンスをリスクマネジメントの一環として捉え、「リスクマネジメント

委員会」等を軸としたコンプライアンス体制を整備し、その推進を図ります。 

② 法令や定款をはじめ社会から信頼されるための守るべき行動基準を「コンプライ

アンスマニュアル」として策定し、役員および社員はこれを遵守します。また、上

記マニュアルに基づき、教育を実施しコンプライアンス意識の徹底を図ります。 

③ 市民社会の秩序や安全を脅かす反社会的勢力に対しては、上記マニュアルを踏ま

え、毅然とした態度で臨み、適正に対応します。 

④ 内部通報制度としてコンプライアンスホットラインを設置し、コンプライアンス

上問題のある行為の早期把握、解決を図ります。さらに、当社では、通報内容への

対応について、その適正性を外部機関が客観的な視点からチェックを行うことによ

り、透明性の確保を図ります。 

⑤ 当社の内部監査部門がグループ各社の内部監査部門と連携を図りながら法令や定

款、社内規程等への適合等の観点から、グループ各社の監査を順次実施するなど、

監査体制の強化を図ります。 

また、当社の常勤取締役および役付執行役員からなる「内部統制委員会」を通じ

て、金融商品取引法に基づく財務報告に関する内部統制の整備も含め、継続してグ

ループ全体の内部統制システムの強化を図ります。 

 

 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制 

① 取締役の職務の執行に係る文書その他の情報については、情報セキュリティ規則

をはじめ、文書管理規則、ファイリング規則などの社内規則に従い、適正に保存・

管理を行います。 

② 上記の情報に関する取締役からの閲覧の要請には適切に対応します。 



 

 当社および子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

① 当社およびグループ各社は、「小田急グループリスクマネジメント方針」のもと、

「リスクマネジメント委員会」等を中心とした体制を整備し、リスクへの対応を図

ります。また、当社は、グループ経営に重要な影響を与えるリスクへの対応につい

て、「小田急グループ・リスクマネジメント連絡会」を通じて掌握するなど、的確に

管理します。 

② 当社は、自然現象、社会経済現象であるかを問わず大規模な損失をもたらす事象

の顕在化に対しては、危機管理規則に基づき、社長の指示のもと緊急時対策を統括

する「総合対策本部」を設置し、適切に対処します。 

③ 当社は、公共交通機関としての役割を担ううえで、最大の責務である「安全の確

保」を重要なリスク管理の１つと認識し、鉄道輸送に関わる専門組織である「統括

安全マネジメント委員会」のもと、安全管理規程に基づき、積極的に輸送の安全の

確保に取り組みます。 

④ 当社およびグループ各社において、リスクを把握した場合やリスクが顕在化した

場合については、その重要性に応じて適時適切に開示します。 

 

 当社および子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための

体制 

① 当社では、執行役員制度を採用し、取締役会による業務執行に対する監督機能の

強化ならびに意思決定の適正化および効率化を図ります。 

② 当社では、各事業部門における業務執行は、経営理念や経営ビジョンを踏まえ策

定される中期経営計画、年度単位の部門方針や予算に基づき、業務分掌や職務権限

規則により規定される権限および責任において行います。 

③ 当社では、各事業部門における業績は、全社統一的な指標による「業績管理制度」

により適切に管理します。 

④ 当社における内部監査体制については、取締役社長直轄の内部監査部門が、法令

や定款、社内規程等への適合や効率的な職務遂行の観点から、各部門の監査を定期

的に実施し、その結果を取締役社長および監査等委員会へ報告します。 

⑤ 当社は、３事業年度を期間とする中期経営計画を策定し、当該中期経営計画を具

体化するため、グループ全体の重点課題およびキャッシュフロー配分等を定めます。

また、これに基づくグループ各社による中期経営計画や予算等の重要事項の策定に

ついては、当社の事前承認事項とし、グループ経営の適正かつ効率的な運営体制を

構築します。 

 

 当社の子会社の取締役の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制 

① 当社が定める「グループ会社管理規程」に基づき、グループ各社における重要事

項については速やかに当社へ報告する体制を構築します。また、グループ経営理念

や経営ビジョンに基づく中期経営計画の策定内容や業務執行状況および決算などの



財務状況に関する定期的なヒアリングを実施するとともに､「グループ会社社長会」

などを通じて、グループ内での相互の情報共有の強化を図ります。 

 

 当社の監査等委員会の職務を補助すべき取締役および使用人に関する事項 

① 監査等委員会の職務を補助する組織として監査等委員会事務局を設置し、専任の

使用人を配置します。 

 

 前号の取締役および使用人の当社の他の取締役（監査等委員である取締役を除く。）

からの独立性ならびに前号の取締役および使用人に対する指示の実効性の確保に関す

る事項 

① 監査等委員会事務局を構成する使用人は、監査等委員会の指揮命令により業務を

行います。さらに当該使用人の人事異動、人事評価等の決定は、常勤の監査等委員

である取締役と事前協議のうえ、実施します。 

 

 当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）および使用人、または当社の子会

社の取締役、監査役および使用人またはこれらの者から報告を受けた者が当社の監査

等委員会に報告するための体制その他の監査等委員会への報告に関する体制 

① 当社では、常勤の監査等委員である取締役が、執行役員会およびグループ執行役

員会への出席や決裁稟議（本部長決裁以上）の内容の報告を通じて、重要案件につ

いて逐次チェックすることができる体制を整えます。 

② 当社では、取締役（監査等委員である取締役を除く。）や部門を代表する使用人が

監査等委員である取締役等に対して、業務執行状況の報告を適宜行うとともに、そ

の他法令に定めるもののほか、会社に対して重要な影響を及ぼす事項について報告

を行います。 

③ 当社では、内部監査部門が監査等委員会に対して、その監査計画および監査結果

について定期的に報告を行い、監査等委員会との情報の共有化を図ります。 

④ 当社の常勤の監査等委員である取締役が、「小田急グループ監査役連絡会」を設置

し、グループ各社監査役から監査状況等の報告を受けるほか、グループ各社への監

査等の際には、経営層から業務執行状況等について報告を受け、意見交換を行うこ

とに加え、必要に応じて当社グループ会社管理部門から経営状況等について報告を

受けることにより、経営の健全性を監視する体制の強化を図ります。また、内部通

報制度としてコンプライアンスホットラインを設置し、当該内部通報の状況につい

て、当社使用人から定期的に監査等委員会に対して報告を行います。 

 

 前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないこ

とを確保するための体制 

① 法令ならびに当社およびグループ各社において定めるコンプライアンスホットラ

インに関する規則に基づき、当該報告者に対して不利益な取扱いを行うことを禁止

します。 



 

 当社の監査等委員会の職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還の手続そ

の他の当該職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項 

① 取締役（監査等委員である取締役を除く。）は監査等委員会による監査に協力し、

監査にかかる諸費用については、監査の実効性を担保するために予算措置を講じま

す。 

 

 その他当社の監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

① 監査等委員である取締役が重要な会議体等に出席することができる体制を整え、

その適正性を高めるとともに監査等委員会への情報提供を強化します。 

② 会計監査人が監査等委員会にその監査計画および監査実施状況の報告等を定期的

に行うほか、内部監査部門も内部監査結果を定期的に監査等委員会に報告するなど、

監査等委員会、内部監査部門および会計監査人の３者の連携強化が図られる体制の

確保に努めます。 

 


